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WB 1:2000-1:20000,IHC 1:100-1:200,ICC/IF 1:200-1:500,FC 1:100-1:200,IP 1:10-1:100

Calculated MW:185 kDa; Observed MW:220 kDa

BRG1

Brg1; SW1/SNF; HP1-BP72; SNF2beta; b2b692Clo; b2b508.1Clo
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	応用
	抗原情報
	背景
	核ホルモン受容体と協調して転写活性化を促進する転写共役因子。カルシウム依存性の抑制因子複合体の放出と活性化因子複合体のリクルートメントを調整することでプロモーター活性化を制御する多タンパク質複合体であるCREST-BRG1複合体の構成要素。休止期ニューロンでは、c-FOSプロモーターの転写は、BRG1依存性のリン酸化RB1-HDAC抑制因子複合体のリクルートメントによって阻害される。カルシウム流入により、RB1はカルシニューリンによって脱リン酸化され、抑制因子複合体の放出につながる。同時に、CREST依存性メカニズムによってプロモーターへのCREBBPのリクルートメントが増加し、転写活性化につながる。CREST-BRG1複合体はNR2Bプロモーターにも結合し、活性依存的なNR2B発現の誘導にはHDAC1の放出とCREBBPのリクルートメントが関与する（類似性による）。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	BRG1抗体（1:1000希釈）を使用した293T、Hela、HepG2、A594細胞溶解物中のBRG1のウエスタンブロット検出。

